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の
取
り
組
み
の
必
要
性
、
人
々
の
宗
教
的
活

動
の
場
と
し
て
の
教
会
が
世
界
遺
産
と
な
っ

た
場
合
の
影
響
な
ど
に
つ
い
て
、
慎
重
に
審

査
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
歳
入
に

お
い
て
、
地
方
交

付
税
の
平
成
19
年

度
確
定
額
の
内
容
、

市
債
の
今
後
の
見

通
し
な
ど
に
つ
い

て
慎
重
に
審
査
し

た
結
果
、
異
議
な

く
原
案
を
可
決
し

ま
し
た
。

　

総
務
費
に
お
い
て
、
古
賀
地
区
市
民
セ
ン

タ
ー
の
管
理
運
営
費
が
計
上
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
同
セ
ン
タ
ー
の
人
員
の
効
率
的
な

配
置
に
つ
い
て
慎
重
に
審
査
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
衛
生
費
に
お
い
て
、
西
洋
医
学
教

育
発
祥
150
周
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催
費

補
助
金
が
計
上
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
県

と
同
額
を
支
出
す
る
こ
と
に
対
す
る
考
え
方
、

支
出
金
額
の
根
拠
と
そ
の
妥
当
性
、
市
民
へ

の
周
知
徹
底
の
方
法
に
つ
い
て
慎
重
に
審
査

し
ま
し
た
。

　

同
じ
く
衛
生
費
に
お
い
て
、
長
崎
原
爆
病

院
が
行
う
医
療
機
器
の
整
備
に
対
し
助
成
す

る
長
崎
原
爆
病
院
設
備
整
備
費
補
助
金
が
計

上
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
医
療
機
器
整
備

の
負
担
に
対
す
る
考
え
方
に
つ
い
て
慎
重
に

審
査
し
た
結
果
、
異
議
な
く
原
案
を
可
決
し

ま
し
た
。

　

衛
生
費
に
お
い
て
、
市
南
部
地
区
及
び
西

部
地
区
の
一
部
の
ご
み
収
集
運
搬
業
務
を
平

成
20
年
４
月
１
日
か
ら
民
間
委
託
す
る
た
め

の
債
務
負
担
行
為
が
計
上
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
今
後
の
ご
み
収
集
運
搬
業
務
の
委
託

の
効
率
化
に
対
す
る
考
え
方
な
ど
に
つ
い
て

慎
重
に
審
査
し
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
ご
み
収
集
委
託
の
実
施
に
伴

い
、
人
員
削
減
の
対
象
と
な
る
正
規
職
員
の

取
り
扱
い
に
不
安
が
あ
る
こ
と
な
ど
を
主
な

論
拠
と
す
る
反
対
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
方
、
ご
み
収
集
委
託
の
実
施
に
伴
う
人

員
削
減
に
よ
り
、
環
境
部
に
お
い
て
余
剰
と

な
る
正
規
職
員
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
は
、

本
人
の
意
向
を
含
め
、
適
切
に
対
処
し
て
ほ

し
い
な
ど
の
要
望
を
付
し
た
賛
成
意
見
が
出

さ
れ
、
採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数
で
原
案
を

可
決
し
ま
し
た
。

　

土
木
費
に
お
い
て
、
急
傾
斜
地
崩
壊
対
策

事
業
に
係
る
県
施
行
事
業
費
負
担
金
が
計
上

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
同
事
業
の
進
捗
状

況
、
県
施
行
の
同
事
業
に
お
い
て
地
元
の
費

用
負
担
が
な
い
こ
と
か
ら
市
施
行
の
同
事
業

に
つ
い
て
も
同
様
に
地
元
の
費
用
負
担
を
な

く
す
考
え
の
有
無
、
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区

域
の
指
定
と
同
事
業
と
の
関
係
、
同
区
域
の

住
民
に
対
す
る
土
砂
災
害
防
止
法
の
周
知
徹

底
の
必
要
性
な
ど
に
つ
い
て
慎
重
に
審
査
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
じ
く
土
木
費
に
お
い
て
、
老
朽

危
険
空
き
家
を
除
却
し
、
市
民
の
安
全
と
安

心
を
確
保
す
る
老
朽
危
険
空
き
家
対
策
費
が

計
上
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
老
朽
危
険
空

き
家
対
策
事
業
に
お
い
て
不
採
択
と
な
っ
た

事
例
の
具
体
的
な
理
由
、
同
事
業
の
対
象
区

域
外
に
対
す
る
考
え
方
な
ど
に
つ
い
て
慎
重

に
審
査
し
た
結
果
、
異
議
な
く
原
案
を
可
決

し
ま
し
た
。

◎
道
路
特
定
財
源
の
見
直
し
に
関
す
る
意
見

書
に
つ
い
て

◎
い
じ
め
・
不
登
校
対
策
の
た
め
の
施
策
を

求
め
る
意
見
書
に
つ
い
て

◎
原
爆
症
認
定
の
あ
り
方
の
改
善
を
求
め
る

意
見
書
に
つ
い
て

◎
割
賦
販
売
法
の
抜
本
的
改
正
に
関
す
る
意

見
書
に
つ
い
て

二
輪
車
関
連
の
交
通
事
故
防
止
に
関
す
る

決
議

　

悲
惨
な
交
通
事
故
を
防
止
し
安
全
で
安
心

で
き
る
暮
ら
し
の
確
保
は
、
市
民
の
切
実
な

願
い
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
本
市
で
は
「
守
ろ
う
交
通
ル
ー

ル　

高
め
よ
う
交
通
マ
ナ
ー
」
を
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
掲
げ
市
民
の
総
力
を
挙
げ
て
取
り
組
ん

で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
本
市
の
交
通
事
故
情
勢

は
全
国
や
長
崎
県
が
と
も
に
減
少
傾
向
に
あ

る
中
で
、
発
生
件
数
、
死
者
数
、
負
傷
者
数

と
も
に
例
年
横
ば
い
あ
る
い
は
増
加
傾
向
に

あ
り
憂
慮
す
べ
き
現
状
に
あ
る
。
特
に
、
本

市
の
交
通
事
故
の
最
大
の
特
徴
と
も
い
え
る

二
輪
車
関
連
の
交
通
事
故
は
、
高
い
発
生
率

で
推
移
し
、
か
つ
常
態
化
し
て
お
り
、
昨
年

を
例
に
み
て
も
同
交
通
事
故
の
発
生
は
、
全

事
故
の
33
・
6
％
、
死
者
は
53
・
3
％
（
15
名

中
８
名
）
を
占
め
る
な
ど
極
め
て
厳
し
い
状

況
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
死
者
数
に
つ
い
て
も
、

全
国
的
に
大
き
く
減
少
し
て
い
る
中
で
本
市

に
お
い
て
は
、
常
に
横
ば
い
あ
る
い
は
増
加

傾
向
に
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
交
通
死
亡
事
故

を
減
少
さ
せ
る
た
め
に
二
輪
車
関
連
の
交
通

事
故
の
総
数
を
抑
制
す
る
こ
と
は
、
よ
り
重

要
か
つ
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
本
市
の
道
路
事
情
や
交
通
渋
滞

等
を
背
景
に
、
軽
便
な
乗
り
物
で
あ
り
市
民

の
足
と
し
て
急
増
し
て
い
る
二
輪
車
関
連
の

交
通
事
故
の
現
状
を
踏
ま
え
た
二
輪
運
転
者

の
交
通
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
の
向
上
対
策
を
図
り
、

あ
わ
せ
て
地
域
社
会
全
体
の
交
通
安
全
に
対

す
る
意
識
改
革
並
び
に
意
識
高
揚
に
向
け
た

取
り
組
み
を
行
う
こ
と
は
重
要
か
つ
急
務
で

あ
る
。

　

よ
っ
て
、
本
議
会
は
、
こ
の
現
状
を
広
く

市
民
に
広
報
し
、
関
係
機
関
、
団
体
並
び
に

市
民
の
理
解
や
協
力
の
も
と
、
交
通
事
故
の

な
い
明
る
い
都
市
「
交
通
安
全
な
が
さ
き
」

の
実
現
に
向
け
行
政
と
連
携
し
、
二
輪
車
関

連
の
交
通
事
故
防
止
活
動
を
幅
広
く
展
開
す

る
こ
と
を
決
意
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

以
上
、
決
議
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　

平
成
19
年
９
月
20
日　
　

長
崎
市
議
会　

古
賀
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー
運
営
費
な
ど

平
成
19
年
度
一般
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）を
可
決

厚
生
委
員
会 

西
工
場
施
設
整
備
事
業
費
な
ど

平
成
19
年
度
一般
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）を
可
決

文
教
経
済
委
員
会

急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
事
業
費
負
担
金
な
ど

平
成
19
年
度
一般
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）を
可
決

建
設
水
道
委
員
会 

議
員
提
出
議
案

　

９
月
定
例
会
で
、議
員
提
出
議
案
の
意
見

書
４
件
及
び
決
議
２
件
を
可
決
し
、意
見
書

及
び
決
議
に
つ
い
て
は
、関
係
行
政
庁
及
び

国
会
に
提
出
し
ま
し
た
。
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